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  梅雨の晴れ間、朝から日差しがあると、学校前の街路樹の木陰を歩きながら、青々とした葉の 

色の鮮やかさに心が和みます。先日は、リス(おそらく台湾リス)に遭遇しました！ 

  さて、学校では５月、６月、７月と避難訓練（火災・地震・津波）が実施・予定されています。 

例年ですと、訓練の校内放送がかかると順次避難場所へ移動しますが、昨年度から密を避け

るために児童生徒は教室で待機し、放送で防災の講話を聞く形になりました。また、放送を聞くだ

けでなく、事前に放送の内容をスライドにしてタブレットに保存し、当日、放送に合わせて教室で見

ることができるようにしました。 

  ５月の訓練では、避難の言葉「お・か・し・も・ち」 

についての話がありました。 

「お・か・し・も・ち」ご存じですか？ 

      「お」・・・押さない 

      「か」・・・駆けない 

      「し」・・・喋らない 

  「も」・・・戻らない 

      「ち」・・・近寄らない 

とても大切なことです。繰り返し児童生徒に伝えていきたいと思います。 

そして、昇降口には建物の海抜の位置を示す掲示がされています。今、自分がいる建物が海抜

どれくらいの位置にあるのか・・・。 

                        

校舎１階・・・海抜約3.5m                        (正門脇の 

       校舎２階・・・海抜約7.8m                           掲示板) 

 

夏休みには、教職員対象の「発電機訓練」や「DIG研修」などが計画されています。これから

「安心安全な学校」「避難所としての学校」を担う教職員の防災意識を高めていきたいと思いま

す。 保護者の皆さまには「防災の手引き」をお配りしています。是非ご一読いただき、マ・メール等

訓練時のご協力をよろしくお願いいたします。  （※「DIG」・・・地図を使って防災対策を検討する訓練） 

 

～令和３年度「学校へ行こう週間」について～ 

神奈川県では、地域に開かれた学校づくりを推進しています。今年度は、感染症予防の観点か

ら、例年とは大きく内容を変更し、実施方法や人数等に制約を設けながらの実施となりますが、ご

参加をお待ちしております。詳細は、本校ホームページをご覧ください。 

（教頭  川島 結子）

笑顔と やさしい心 

かなざわ 

   



 

 

 

 

今号は、知的障害教育部門（Ｂ部門）の小学部・中学部の紹介です。 

 

 

小学部Ｂ部門 

 新入生14名と転入生（６年生）１名を迎え、75名の子どもたちでスタートしました。

４月当初は、入学や進級でちょっぴり緊張気味の子どもたちでしたが、今ではグラウ

ンドやみんなの広場で元気に駆けまわったり、プレイルームやブランコ広場で仲良く

遊具で遊んだりと、子どもたちの表情は毎日キラキラと輝いています。これからも体

をたくさん動かし、いろいろなことにチャレンジして、元気で明るく笑顔いっぱいの

１年にしたいですね。 

（小Ｂ学部長 杉原多美） 

 

中学部Ｂ部門 

  令和３年度は１年生８名、２年生12名、３年生10名、総勢30名とやや少ない人数です

が、皆さんやる気満々、いろいろなことにチャレンジしながら充実した毎日を過ごして

います。１年生の学級活動は、プレイホールでの風船バレーボール大会！にぎやかな声

が飛び交っています。２年生は唯一の２クラス編成、それぞれが好きなことを見つけ落

ち着いて取り組んでいます。３年生は男子クラス、最上級生らしくどっしりかまえて、

そして集団行動がとても上手になりました。どの学年もこの１年、友だちと協力しなが

らたくさん活動し、さらに成長していくことを楽しみにしています。 

（中Ｂ学部長 高橋かおり） 

 

 

 

  夏に向かって日ごとに暑くなっていきますが、小Ｂ・中Ｂは児童

生徒も教員も学校で元気に過ごしています。感染症対策のため、

いろいろと制約のある中での学校生活ですが、できる限りのこ

とをやっていこうと皆で力を合わせて頑張っています。Ｂ部門、

これからも頑張りますよ！ 

（Ｂ部門長 杉山和彦） 
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